
（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

地
方
自
治
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生

し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴

う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放

出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境

の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措

置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十

号
）

第
三
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
三
十
五
条
第
一
項
（
第

五
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
二
項
及
び
第
三
項
（
同
条
第
一
項

第
五
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
三
十
六
条
第
一
項
、第
四
項（
第

三
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
五
項

（
第
三
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三

十
七
条
第
一
項
、
第
三
十
八
条
第
二
項
（
第
三
十
五
条
第
一
項
第
五

号
に
係
る
土
壌
等
の
除
染
等
の
措
置
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
四

項
（
第
三
十
五
条
第
一
項
第
五
号
に
係
る
土
壌
等
の
除
染
等
の
措
置

に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
七
項
（
第
三
十
五
条
第
一
項
第
五
号
に

係
る
土
壌
等
の
除
染
等
の
措
置
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
八

項
、
第
三
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
（
第
三
十
五
条
第
一
項

第
五
号
に
掲
げ
る
土
地
に
お
け
る
除
去
土
壌
等
の
保
管
に
係
る
部
分

に
限
る
。）及
び
第
五
項
、
第
四
十
九
条
第
五
項
、
第
五
十
条
第
五
項

並
び
に
第
五
十
一
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

平成™š年Ÿ月š—日 火曜日 (号外特第›™号)官 報

第
七
章

罰
則

第
六
十
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、

又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

一

第
四
十
六
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
汚
染
廃
棄
物
等
を
捨
て
た
者

二

第
四
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
特
定
廃
棄
物
を
焼
却
し
た
者

三

第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
特
定
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
、
保
管
又
は
処
分
を
業
と
し
て
行
っ

た
者

四

第
四
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
除
去
土
壌
の
収
集
、
運
搬
、
保
管
又
は
処
分
を
業
と
し
て
行
っ
た

者
五

第
五
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者

２

前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
罪
の
未
遂
は
、
罰
す
る
。

第
六
十
一
条

第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
す
る
。

第
六
十
二
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
二
十
七
条
第
六
項
又
は
第
三
十
四
条
第
六
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
第
二
十
七
条
第
三
項
又
は
第
三
十
四
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
、
調
査
測
定
又
は
収
去
を
拒
み
、
妨
げ
、
又
は
忌
避
し
た
者

二

第
三
十
九
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者
（
除
染
実
施
者

が
国
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
で
あ
る
場
合
を
除
く
。）

三

第
四
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

四

第
五
十
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
、
検
査
又
は
収
去
を
拒
み
、
妨
げ
、
又
は
忌
避
し

た
者

第
六
十
三
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人

の
業
務
に
関
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
に

対
し
て
当
該
各
号
に
定
め
る
罰
金
刑
を
、
そ
の
人
に
対
し
て
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

一

第
六
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で

三
億
円
以
下
の
罰
金
刑

二

第
六
十
条
第
一
項
第
五
号
又
は
第
六
十
一
条

各
本
条
の
罰
金
刑

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
第
六
十
条
又
は
第
六
十
一
条
の
違
反
行
為
に
つ
き
法
人
又
は
人
に
罰
金
刑
を
科
す
る
場
合
に

お
け
る
時
効
の
期
間
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
罪
に
つ
い
て
の
時
効
の
期
間
に
よ
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
章
第
二
節
及
び
第
三
節
、
第
四
十
六
条
か
ら
第

四
十
八
条
ま
で
、
第
四
十
九
条
（
第
一
項
を
除
く
。）、
第
五
十
条
（
第
一
項
を
除
く
。）、
第
五
十
一
条
、第
六
十
条
、

第
六
十
一
条
、
第
六
十
二
条
第
一
号
、
第
二
号
、
第
三
号
（
第
四
十
九
条
第
一
項
に
係
る
部
分
を
除
く
。）及
び
第
四

号
（
第
五
十
条
第
一
項
に
係
る
部
分
を
除
く
。）並
び
に
第
六
十
三
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

第
二
条

第
十
一
条
第
一
項
、
第
二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
並
び
に
第
二
十
五

条
第
一
項
、
第
三
十
二
条
第
一
項
、
第
四
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
環

境
省
令
の
制
定
並
び
に
こ
れ
ら
に
関
し
必
要
な
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
前
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行

前
に
お
い
て
も
、
第
十
一
条
、
第
二
十
五
条
、
第
三
十
二
条
、
第
四
十
条
並
び
に
第
四
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項

ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
十
三
条
第
一
項
の
対
策
地
域
内
廃
棄
物
処
理
計
画
、
第
二
十
八
条
第
一
項
の
特
別
地
域
内
除
染
実
施
計
画
及
び

第
三
十
六
条
第
一
項
の
除
染
実
施
計
画
の
策
定
に
関
し
必
要
な
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
前
条
た
だ
し
書
に
規
定
す

る
規
定
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
第
十
三
条
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
四
条
及
び
第
三
十
六
条
の
規

定
の
例
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
土
地
収
用
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
十
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
七
の
二

国
が
設
置
す
る
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子

力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十
号
）
に
よ
る
汚
染
廃
棄
物
等
の
処
理
施
設

（
検
討
）

第
五
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条

政
府
は
、
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
廃
棄
物
、
土
壌
等
に
関
す
る
規
制
の
在
り
方
そ
の
他
の
放
射
性

物
質
に
関
す
る
法
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
抜
本
的
な
見
直
し
を
含
め
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
法
制

の
整
備
そ
の
他
の
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条

政
府
は
、
原
子
力
発
電
所
に
お
い
て
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
事
故
に
係
る
原
子
炉
、
使
用
済

燃
料
等
に
関
す
る
規
制
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
法
制
の
整
備
そ
の
他
の
所
要

の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

総
務
大
臣

片
山

善
博

国
土
交
通
大
臣

大
畠

章
宏

環
境
大
臣

江
田

五
月

内
閣
総
理
大
臣

菅

人
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